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卵殻表蘭の被覆によって卵内容物中の水分並びに・CO2の消耗を低下させ，似てその保存効果を向上せしめようと  

する試みは，早くから数多くなされて釆たい この目的を達するに当って－ほ被覆物質による均等なる被覆と通気性の阻  

止，処理後の乾燥の容易であること等の条件を具備することが必要である．   

最近合成化学の進歩と共に・乳化パラフィンやプラスチック被膜による鶴卵保存カの向．上が報償され，米国農務省商  

品調査局（1）でほ卵教気孔より水分の蒸発や呼吸を抑圧調節し，CO2の喪失を減少させて鶏卵の鮮度を維渇する目的  

から，前者に．よって処理することを推奨しており，これで処理せられた鷲卵は11ケ月冷蔵・貯蔵後に．おいて，無処理  

のものに比し30％以上の収益増加が認められ，冷蔵卵特塙のいわゆる冷蔵臭が何かないため嗜好の点でも優秀である  

ことが報ぜられて－いる．   

－・力我国でも野並（2）小沢（S）によって，乳化パラフィン処理卵においてほ鮮度維持期間が相当延長されることを認め  

ている… またHANNING（4），YusHOK＆RoMANOFF．（5）およびSMITH（6）ほプラスチックによる被覆が鶉卵内容の  

損耗を減少させると共に，卵白のPHを新鮮卵に近く圧え得ることを確認しているが，この外に卵襲面に被覆を行っ  

た難卵を更に特別なる包装を施して成摂を挙げている例（7）もあるい   

しかしながらプラスチヅクや乳化パラフィンほその種類も多く，使膚方法如何によっても効果は異るので今後の追  

究が必要とされているものと考えられるが，笠者等は今回国産の乳化ワックスであるMICRONによって鶏卵を処  

理し，これが鮮箆推称こ対する効果について試験を行ったのでここにその結果を報焦する，．   

なお最後に御顧閲な賜った宮崎大学戯学部岩村屈博士に深く謝意を表する。  

2い 試験の材料及び方法  

〔粛  料〕   

試験笹供した鶏卵は同一潔統で同一・環境に育ち，同じ管理条件の下で飼養せられている嘩冠白色レグホー・ソ種鶏群  

によって，午前9時から正午までの問に産卵せられた無精卵を集めたが，鶏卵ほ卵懲面の損傷がなく汚染の少ないも  

のを選んで用いたい従って産卵徳後から試験に供するに至るまでの時間は，最大限3時間という極めて短時間の彼処  

理せられた訳である．  

〔試敵方法〕   

a．試験の区分とエマルジョソ処理の男沫：前記の実鳥邦を次のように区分してそれぞれ処理を行ったが，処理液の  

詞製に当っては党ず固形MICRONの亜定盤を取り，これをど－カ－に入れた後熱湯の一・部を加えてよく溶解し，  

更に．温湯で潜めて目的の濃度に適せしめたひ   

一・方，予め乾熱殺菌の行われてある金網魔濫入れた鶏卵をそのままェ・マルジョソ中に入れ，数秒の後砺用して乾燥  

した．   

試験の区分  

第1試験 Control… 自然卵のまま何等処理を行わないもの  

Controト ‥“卵敷面を水道水で洗服したもの  

PIOCeSSedl‥卵殻面を洗源，乾燥の後5％エマルジョン液を塗布せるもの  

Processed2……卵班面を洗礁，乾燥の後20％ェ・マルジョン液を塗布せるもの   
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第2試験 ContIOl…  ‥・“第1試験に同じ  

P工0〇eSSedl‥卵殻面を撫洗碓のまま5％．ェ・マルジョソ液を塗布したもの  

PIOCeSSed21胡教頭を鳩0。00のVitaminK3液で洗服役薗の後，5％ヱ・マルジョソ液の塗布を待  

ったもの  

第3試験 第2試験の区分に周じ   

b．試験期間および併存条件：第1試験は昭和32年7月10日から7月30日までの20日間とすることにより・主とし  

て真季高塩の下における貯蔵力に主眼をおき，続く第2試験では昭和32年11月1日から12月31日までの60日間として  

確率における貯蔵カをみること．とした… また第1，第2試験は共に室内併存の下で卵を横にしたまま平面的に並べて  

行ったが，それぞれの期間中の平均漏度ほ第1試験25L6〇C，第2試験14い80cであった… 一－・力第3試験の期間は昭和  

33年1月10日より7月10日までの6ケ月とし，00Cの冷練室内で併存する場合，乳化パラフィソ処理が卵質に・対して  

如何なる影響を与えるかについて調べたい  

。．検査事項：前記の区分に従って第1試験では5日一，第2試験は10日，第3試験では1ケ月をそれぞれ経過する  

ごとに，各区より10ケ・宛の卵を取H－ルて次の事項の験奄，定藍を行った．  

（1）比   憲   

鶏卵を各毯比憲の食塩水中に浸漬して，その浮沈により決定した‖  

（2）卵白のPH   

割卵胞後に島津蟄迅速PHメ一夕ーで測萱した．  

（3）AlbuminIndex   

平面ガラス板上に剖卵して内容物を載せ，濃厚卵白の荷つ高さと水溶性卵白の拡がりの平均値径を測窯し，前者を  

後者で除した値に100を乗じて求めた。  

佳）YolkIndex   

卵黄の高さをその平均直径で除した値に100を乗じて求めた0  

（5）卵白中の無機憐と卵静中のアン㌧モニア含量   

無機掛£ALLEN（8）の1方法に従い，アゾ・モニア含盈はFolIN法（9）により定温を行ったい  

3．結果及び考察   

いま，保存中における各区の鶏卵の比蚤の変化を■  

示すと第1，2，3図のようになったが，これによ  

って乳化パラ・アィソ処理を行った鶴卵ほ比憲の低下  

が緩慢になっていることがわかる．．  
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Fig。2，Change of＄peCific gravity（2）  
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Figい1．Changeof specificgravity（1）  

即ち，この種の保存方法で保存カの向上を期待す  

るには，先ず第1に被覆後の通気性の阻止力の強い  

ことが必要であるから，それぞれの区分匿おける比  

重の程度を知ることによって凡その効果は推測でき  
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Fig．3．Change of＄peCificgravity（3）   
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るといってよい．第1試鮫において試験開始後15日目の比露ほControll‖42に対してControl′1．33，Processed  

l145，PIOCeSSed2は165を示し，処理卵は5％，20％区共に標準卵よりも高い比貢となっている… このことか  

ら乳化パラフィソ処理もその濃度を増すごとに作られる被膜も厚さを増して，水分蒸発を遮断する力も強化されるこ  

とがわかり，ProcessedlではControlより強力だといってもその差は僅少であるから，Control′に対するContIOl  

の差が自然の被掛こよる遮断効果とみてよく，ProcessedlがControlに近いことはこの樫蟹（5％）の処理によ  

って普通卵の持つ鮮度維持カに近い力の付与されることが，少くとも遮断カの面からは想像できる。故に灘碓卵に対  

して5％ェマルジョソ液で処理を行うことほ，洗碓に伴う卵目減りを漕通卵程掛こ望め得る訳であるから，洗源の際  

起り得る内部卯貿への影響（主として和薗学附）を考慮外におくならば，汚染卵の洗確後に乳化パラフィソ処理を施  

すこと．により併存カは付加されるものと考えてよい．反面朝鮮卯で汚染されていない鶏卵では，この程度以上高度の  

被覆カが付加せられるのでなければ処理の憩昧ほない小即ち，5％ェマルジョソ液処理卵の持つ遮漸カほ望遠卵程度  

であるが，比較的清潔な鶏邦を・処理する場合，水洗や清拭に・よって落ち易い天然の被膜がパラフィン被掛こ塀り番え  

られるのみとなる儲念が生ずる∴洗源を待った鶏卵は，気孔を通じて外卵との交流が行い易くなる関係から目減りが  

特に甚だしく，初めの10日間における比憲の急落が目立＼つが，これに対してCont川1ではむしろ後半期に・おける低  

下の‘万が幾分大きい傾向がみえる。これほ洗碓卵の水分蒸発が洗渦唐後から急速に府われるのに対して，Controlの  

力ほ初期の問は天然被膜による水分蒸発の抑圧が働いているために低下の巾は稽々狭いが，後半期に至ると・その力も  

弱まって来るために．落詞を早めるものと．推察され，Processedl，Processed2と・の比較を通じてもこの関係はう  

ずかれる処であるい   

続く第2試験でもほぼ同じような関係にあり，試験開始後50日間は，日数の経過と共に各区間の差を深めながら値  

線的に下降しているが，その後の10日間は同じ差であっても低下の程度ほそれ以前に比べて緩慢に・なっている．即ち，  

CoIlわて01の比嘉が1．01にまで低下するに∴要する期間ほ募季保存でほ20日余りと．いう短期間であるのに比べて，秋季  

保存の第2試験でほ約45日となっている如く2倍以上に延長せられているが，Co血01，Processedl，およびPIOC－  

essed2問の相互関係ほ第1，2試験でほ共に同じ傾向を示しているのであるから，寒暖期を問わず乳化パラフィン  

処理による日蹴り防止の効相ほ認めることができよう。   

また，第3試験の冷蔵保存の場合でほ比嘉の低下は極めて少く，6ケ月の保存後に・おいてCo血011・06，PIOCeS・  

sedll063，P‡OCeSSed21。0フとなって沈滞を行わないままで3＝・マルジョy処理を待ったProcessed2の低下が  

最も少くなっており，洗惟後処理を行ったものはそれよりも低いがCo血01より僅かながら高くなっている．   

以上の事実から沈潜を行わないままでェマルジョソ処理を行うときは，自然の被膜を全面的には残さないまでも総  

てが脱落するものでほなく，天然の被膜の持つ被覆力は無洗誰のまま乳化声・マルジョソ処理を待った後もなお一部働  

いているこ．と．が想像され，その残効力の度合はェ・マルジョン処理前後の取扱い力如何にかかっているものといえよ  

う，  

（2）YolkIndexおよびAlbuminIndexよりみたる卵内容物の物割勺変化   

Y。1kIndexおよびAlbumirlIndexの値を似て個々の鶏卵の絶対的新鮮度を・決定すること．ほ必ずしも妥当とは  

いえないが，可及的多くの鶏卵を対象として平均値を出した場合，相対的にほやほり鮮度に比例すること・は掛、ない  

のでいまこの両Indexを各区別に比威してみると．，先ず第1試験においてYolkIndexではControl′が最も低  
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く，次でControl，Processedlの順位となりProcessed2が最も大となっている．また各区間の鋏状差ほ日数と共  

に大きくなり，その様相は比嘉の低下状態に・近似する．これに．よってYolkIれdexが鶏卵の比嘉に平行的であるこ  

と．がわかる．－L力AlbuminIndexほYolkIndexと比翼と・の関係ほどに．は定形的な形をとらず，依然として  

ContIOl′が最低値でProcessed2が最高値を示すことには変りないが，両者の差ほYolkIndexに．おける程大き’  

くはない．またContTJOlu PrOCeSSedl間の差異が時期に．よってほ左耳こ交叉することもあってはっきりしないし，そ  

の値もContT01′よりほむしろP工OCeSSed2に近い、これがため鶏卵の鰐敵中における内容物の物理的変化は，水位  

性卵白の増大に．よるAlbuminIndexの低下よりも卯賛膜の弾力性の低下に伴う YolkIndexの低下によって端的  

に表れることがわかるが．これほ一億卵白の水様化の多い鶏卵は－・方では比塞が早期に低下する（水分蒸発に・よる）  

と．いう因果関係もあるために，Indexとしてほ余り大きな差を生じないものと考えられる．それ故卵質決窯のhdex  

としては．AlbuminIndexよりほノYolkIndexの方がより重要な決窯条件となるべきことが再確認せられるい 勿  

論，同一条件（卵殻面からの水分蒸発に対する）の鶏卵の間ではAlbuminIndexと錐も本実験の場合よりは卵質を  

より多く反映してくれるであろうことはいうまでもない．  
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Fig，7．Change of yolkindex（2）   

鎗2試験のYolkIndexではControlが最も高く，次でProcessed2，Processedlの順と．なっているのに対  

して，AlbuminIndexほProcessed2，Control，Proces3edlの順となって必ずしも一激していない”比重の蘭  

ではほっきりと処理の効果が認められながら卵質面に表れていないのほ，Yolk，Albuminの両Index共にそれぞ  

れの順位間の差が極めて僅少であることからみて，恐らくこの場合各区間の那賀上の差違ほ極めて少く，確然たる順  

位ほつけ難いものと想像されるり しかしながら比翼の低下がCoコt用1において大であるため目減りは大きく，これ  

が冶援的には水様性卵白申の水分腰少となって表れるものと考え得るから，ここに表されたAlbuminIndexだけ  

に．とらわれることなく総合的に判断せられるべきであろう∩ 例えば実数において処理卵が僅かな妄醇囲で低くなってい  

ても水分滅少の少い点を考慮して，この場合卵質そのものも処理卵は低くなくむしろ高いのではないかと判断するの  

が至当と考えられる．  
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Fig．8Change of albuminindex（3）  

第3試験でも同じような結党が＝ており，Control，PT・OCeSSedlおよびProcessed2はYolkIndexにおいて  

ほとんど変りはなく，AlbunlinIndexでほProcessedlが最も譲；く次でProcessed2，Controlの順になっ■てい  

る冷蔵保存のように趣く低偏で保存を行うときはControl，Processed共に卵内容物の分解は遮れ，両者間の差も   
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縮まっている点夏季竃内原存の場合とは異り，卵黄卵白の分解に．基ずく卵内容物の物理的変化ほ基凍的には醤度条件  

に．よること大であるが，更にほ水分蒸発およびCO2の放脚こよる淑盈がそれに摘草をかけるものと考えられる．こ  

れは選挙繰存である第1試験でほ卵内のCO2の放出が特に著しいた捌こ，卵黄膜の強度が弱められて卵白から卵費  

への水分の移動があるので，比重の低下とYolkIndexの低下が聯閑的な関係を示すのに対して，冷蔵併存では各  

区間に多少の差ほあっても全体的には卵質の水準が高いことから，YolkIndexにほ大きな差違を生じないものと判  

断せられる〃  

（3）PHの変化と卵白申の無機燐並び檻卵黄中のアソモエア含畳   

試験嘲間中におけるPHの変化と．卵白中の無機燐並び檻卵黄中のアyモエア含盈を京すと第1，2，3表の通りと  

なった．  

Tablel。The effect of emulsified paraffin coating on†he change of constituentsin  

raw eggs at differノent periods（1）  

Control l Control／  PeI●iod of storage  

（days）  

Processedl E Processed2  

10 】 20  t lO 1 20  10 1 20 【10 1 20  

PH of wIlite  
CO工nputed mean  

BI・Oken yolk   

Spoiled yolk  

PbosphoI●us content  
in white  

Ammonia contentin yolk  
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Table 2。The effect of emulsified paraffin coat王ng on the change of constituentsin  

raw eggs at different periods（2）  

Table 3，The effect of emulsified paraffin coating onthe change of constituentsin  

raw eggs at different periods（3）  

6   
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鶏卵の貯蔵中に卵白のPHが変化するのはCO去を失うことによるものとせられているが，CO2の消失は卵黄  

glycerideの存在と共に卵白の液状イヒ守こつながるので，卵白のPHの変化は鶏卵の保存効果を確める上において重  

大なる意義があるハ第1試験では試験開始後急速にPHが上昇していることがわかるが，各区別では貯蔵の全期を  

通じて－Control′が最も高く Contr）1がこれに次ぎ，ProcessedlおよびProcessed2 の両区は保存10日後と20  

日後では逆の関係に．なっているけれども，全体的にみるとやはりProcessed2 のカがPHの上昇が少いようであ  

り，これ等の上昇曲線は比重の低下に対してほぼ平行的である．一男第2試験の場合では保存1ケ月後わPHは  

CoI】trO18．77，Processed28。67となり，続く2ケ月後ではContro19．05，Processed18，91，Processed28。84  

の順で雨期を通じてCoェーtrO12すなわち洗礁硬薗後エマルジョン処理を待った鶏卵が最もPHが低く，無洗雁のま  

ま1＝・1・qルジョン処理を・行ったProcessedlがこれに次ぎ処理区は何れも PH の上昇が少い．この結果から考  

られること．ほ，比重の低下（目蹴りを意味する）の最も少かったProcessedlがPHではProcessed2より悪く  

なってCo∫1trOlと大差ないのは，卵教頭に附香した薄田菌類をそのまま被包することにより後日内部に侵入を許す結  

果となるのではないかということであり，brdken yolkが多く卵白申の燐および卵鷲中のアyモニア含意が共に  

PIOCe＄Sed2 よりも多いこと．に・よってそれが裏付けせられる．著しこの考え方が妥当であるとすればこのような被  

覆剤を軌、る場合，処理前の役畜操作ほ不可欠とされるし本試験に用いたVitamin K8が数薗的に効果をもたらし  

たと認めてよいと考えられるが，すでに使周せられているハイドロ酪酸や次亜塩素酸リー・ダ等との比較効果の点は今  

後め問題として残される。ただVitaminK8は万能の殺菌効果を持つものでなくgram陽性薗に対して時に効果の  

高いことが報告されているから，顔存の条件や処理時の保菌程匿と薗種により殺菌剤の有効程度も変る場合が予想せ  

られる．   

また第3試験では保存3ケ月後においてContro18”72，Processed18”69，Processed2 8．60であり，6ケ月  

後でほCo，r）trO1896，Processed18，．69，Processed2 8．71と上昇しているから，この場合も全体的に．はProc－  

e＄Sed2 が最も低く Processedlがこれに次ぎ，Controlが最も高くて第2試験の結果に近似する。broken yolk  

は6ケ月後にContro12個，Prbces＄edlに2個表れているがProcessed2は健全であり，卵白中の燐および卵賛  

申のアシモニア含盈が共にこれを裏付けするような数字を示すことからも処理前の殺菌の必要が痛感せられるり新鮮  

卵と維も絶対的に無菌であるとはいえず，卵数面はもとより内容物においても汚染のあるのが普通で，その程産につ  

いてほ3い86～54％（10）まで研究者によって－大きな開きがある… 小沢（11）によれば卵白の汚染率は20．．9％であるが，その  

抗菌性によって3日後には実質的汚染が6り5％になると報望しており，その大部分は関数蘭（12）であるから総ての鶏卵  

の内容を無菌的に取扱うことは不可能に近い．そのため貯敵方沫も外部からの細菌の侵入を阻止するだけでほ完璧を  

期することはできず，必然的に卵自体の抗菌力を可及的長期間に延長する方向に処置が行われねばならなくなって采  

る．勿論卵賛同の被覆に．よっ王水分の蒸発やCO2の減少を防いで，P王‡を或程度低く保つことが可能であるけれど  

も酵素作周を長期間にわたって停止させることは難しいから，長期保存の立場からは低温保存が要求されて凍る訳で  

この辺に卵殻被覆による鶏卵の室内保存の限界がある．．いま永試級の結果をみても特に高僧保存において処理の効果  

は著しく，低湿となるに従って効果は低くなって凍ることがわかり，冷蔵卵では処理の効悶も目減り防止や外部臭気  

の吸収を少くする以外には，卵質にそれ程大きな違いを生じて－いない、このことから那賀の低下は水分やCO2の減  

少が或限界に達したとき加速狂的になるものと推測され，低温の場合各区の卵質低下が目減りの差ほどにほ出ていな  

いのほ，この程匪の範囲内では卵質低下にほ大きく響かず，徐々に進行している酵素作用も同一＼速度で進行している  

ものと考えられる．  

4．結  

鶏卵に対し乳化パラフィンとしてのMICRONを塗布することが，その保存カに及ぼす影響を明らかにするため  

に永試鹸を待ったが，その結果次のことがわかった．  

（1）夏季室内保存に際して乳化パラフィyを塗布する場合，そのェ・マルジョン濃度を増すと共に被覆力も強くなる  

ので卵質椎拍の期間も延長されるが，洗礁卯をS％の淡度で処理すると無洗惟卵程度に比翼が維持できるい しかしそ  

の場合でもspoiled yolkおよびbIOken yolkの発現率は，洗礁無処理のものとあまり変らない．．これについては  

洗碓に伴う細菌の侵入によるものと考．えられるので洗碓時の殻歯が必晋である 

（2）低温保存では高僧時における程には処理，無処理問の鮮度＿上．の差は認められないが，目減り並ではかなりの差  

があるので処理の効果は認めて－よいい   
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（3）洗礁【殺菌後乳化パラ■アィソ処理の鶏卵をCoI血01軋比較すると．，何れの試験に．おいても鮮度維持カの高ま  

っていることがわかった．  
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Rるsllm岳  

To know the effect on the preseIVing power of the chicken eggs，prOduced by the coatingwith  

MICRON as the emulsified paraffin，We made3experiments，the results of which aTe aS follows；  

（1）Inthe caseof coatingbythe emulsified paraffinforthe preservationin the roomin summer，  

asthe covering powerincreases with the emulsion density，the period of the preservaiion of the  

qualityof the egg extendstoo，andwashedeggs processedbythe5％emulsifiedparaffinmaintainthe  

gravityof the same degree withIlOnqWaShed eggs But asfor the emergenceof the spoiled yolk and  

the broken yolk thereisnotmuch difference between them∴hobably thisis by the penetration of  

bacieriuminto eggs，therefore sterilizationof the egg shellatthe washing timei＄needed。   

但）On alow temperatur・e the diffeTenCe Of the degree of freshnessbetween the processed andthe  

unprocessed（control）is notfound ason a high temperature，but as thereis aconsiderabledifference  

of the weightloss，Wemay reCOgnize the effect of processing 

（3）T壬lIOugheveryexperimentthe preservhgpowerofthe washed ar）d steriii2；ed eggs processed  

by ehe emulsifjed paraffin has been proved slronger than that of the control 
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